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A 82-year-old female was referred to our department for close examination and treatment of a right

renal tumor incidentally found by computed tomography. Her past history included partial thyroidectomy

for follicular thyroid carcinoma 20 years earlier. Enhanced computed tomography showed a hypervascular

mass with a diameter of 3 cm at the lower pole of the right kidney. We carried out radical nephrectomy for

diagnosis of renal cell carcinoma. Pathological findings revealed a metastatic renal tumor of follicular

thyroid carcinoma. It is rare to find metastatic renal tumors arising from thyroid carcimona in clinical

practice. Thirty cases have been reported in the Japanese literature.

(Hinyokika Kiyo 56 : 701-704, 2010)
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緒 言

今回われわれは甲状腺癌手術20年後に腎転移を認め

た 1例を経験したので報告する．

症 例

患者 : 82歳，女性

主訴 : 右腎腫瘍に対する精査加療

既往歴 : 42歳時，子宮筋腫に対して子宮全摘出．62

歳時，甲状腺濾胞癌に対して甲状腺右葉摘出．

家族歴 : 特記事項なし

現病歴 : 2005年 5月，当院内科にて撮影された腹部

CT にて偶然に右腎腫瘍を指摘され，精査加療目的に

当科紹介受診となる．

入院時現症 : 身長 146.5 cm，体重 40.6 kg，頸部に

手術瘢痕を認めた以外は特記すべき異常所見なし．腹

部腫瘤は触知せず．

検査所見 : 末梢血 ; WBC 6,400/μl，RBC 400×104/

μ l，Hb 11.9 g/dl，Plt 24.2×104/μ l，TP 7.5 g/dl，

GOT 18 IU/l，GPT 11 IU/l，BUN 25.8 mg/dl，CRE

0.8 mg/dl, CRP＜0.2 mg/dl, Na 141 mEq/l, K 4.5

mEq/l，Cl 105 mEq/l．尿検査 ; RBC＜1/HPF，WBC

＜1/HPF，蛋白（−），糖（−）

画像所見 : CT にて右腎下極に 3 cm 大の境界明瞭

で hypervascular な腫瘤を認めた (Fig. 1）．造影早期で

強く濃染され，後期で wash out された．明らかな他

臓器転移やリンパ節腫脹を認めなかった．

以上より右腎癌 (T1aN0M0) の疑いにて，同年 5
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Fig. 1. Computerized tomography with contrast
enhancement revealed a hypervascular mass
at the lower pole of right kidney.
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月，全身麻酔下に経腰的根治的右腎摘出術を施行し

た．

手術所見 : 腫瘤は腎に限局し，明らかなリンパ節腫

脹を認めなかった．摘出標本は右腎下極に割面は淡褐

色で，3×3 cm の境界明瞭でほぼ球形であった (Fig.

2）．

病理組織所見 : 大小の管腔を形成し，内部にエオジ

ン好性のコロイド様物質を認め，follicular carcinoma

との診断であった (Fig. 3A）．ここで1985年12月に他

院で施行された甲状腺右葉切除術での病理組織 (Fig.

3B) と比較したところ，同様の組織像であり，このこ

とから甲状腺癌の腎転移と診断した．

術後経過は問題なく，術後15日目に退院となった．

退院後は当院耳鼻咽喉科にて引き続き経過観察されて

おり，2007年 7 月の時点では再発などを認めていな

い．

考 察

転移性腎腫瘍は臨床症状に乏しく，生前に診断・治

療されるのは稀とされる．その理由として，臨床症状

の発現が遅いことやすでに他臓器への転移を伴ってい

る場合が多く，積極的に腎摘を行えず，確定診断前に

死亡に至ることが挙げられる．悪性腫瘍の腎転移は剖

検例では1.8∼18.7％の頻度で認めると報告されてい

る1,2)が，そのうち甲状腺癌の占める割合は1.5∼

2.5％と低い1,2)．しかし，検診の普及や画像診断の進

歩に伴い，近年では無症状のうちに発見される転移性

腎腫瘍が増えていると考えられる．

甲状腺癌腎転移は，本邦では田村ら3)の16例に今回

調べえた15例4~18)を加えた31例が報告されている

(Table 1）．年齢は37∼82歳で平均63.1歳，男性が 5

例で女性が26例と女性に多く，これは甲状腺癌が女性

に多いことが関与していると考えられた．臨床症状は

肉眼的血尿が 7例，腹痛が 4例，腫瘤触知が 3例，無

症状が12例であった．患側腎は右側が15例，左側が11

例であり，両側への転移も 5例に認めた．31例中30例

が分化型（乳頭癌14例，濾胞癌16例）であった．甲状

腺癌は分化型（乳頭癌・濾胞癌），未分化癌，髄様癌

の組織型があり，そのうち分化型が約90％ともっとも

多く，そのため腎転移も分化型が多いと考えられる．

甲状腺癌分化型において，乳頭癌はリンパ行性転移が

多いのに比べて，濾胞癌は血行性転移（特に肺や骨）

が多いとされる．時には転移性病変が先に発見され，

甲状腺癌が診断される場合もある13)．

甲状腺癌に対する治療から腎転移指摘までの期間

は，当初より転移を認めた 3例を除くと 3∼30年で平

均10.7年と長い傾向にあった．北見ら19)は転移性腎

腫瘍34例の原発巣治療から腎転移発見までの期間につ

いて検討し，甲状腺癌以外の悪性腫瘍では 5カ月から

10年，平均 1年 7カ月であったと報告しており，この

ことからも他の悪性腫瘍に比べて甲状腺癌は slow

growing tumor の特徴を示しているものと考えられ，

長期の慎重な経過観察が重要と考えられた．

甲状腺癌転移巣の外科的切除は，単発性の転移や圧

迫による四肢麻痺の恐れのある椎骨転移などの場合が

適応となっている．多発転移に対して甲状腺全摘後に

放射性ヨードによる内照射療法を行うこともあるが，
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Fig. 2. Macroscopic appearance.
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Fig. 3. Microscopic appearance shows follicular cell
carcinom, A) Renal tumor, B) Primary
thyroid carcinoma.
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肺以外の転移巣や腫瘍細胞がヨードを取り込まない場

合の有効率は低いとされる．CT や MRI などの画像

検査では甲状腺癌腎転移と腎細胞癌とを鑑別する特徴

的な所見がなく，また，生検では悪性細胞播種の危険

性があり術前診断が困難であるため，27例では手術加

療（全摘24例，部分切除 3例）が診断を兼ねて行われ

ていた．分化型甲状腺癌の予後は良く，比較的緩徐に

進行し，また他に有効な治療手段もないことから，患

者の PS (Performance Status) が良好であり，他の遠隔

転移がなく，ある程度の予後が期待できる場合には，

手術加療も有効な治療手段の 1つと考えられる．

結 語

甲状腺癌手術後20年目に腎転移を認めた 1例を経験

したので報告した．
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Table 1. Cases of metastatic renal tumor originating from thyroid cancer reported in Japan
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10 Nakashima ら（1992） 50 女 3年 両側 右側腹部痛 濾胞状 脳，仙骨 化学療法3)

11 Saiki ら（1992） 68 女 4年 両側 右側腹部痛 濾胞状 頭蓋骨 腎部分切除8)

12 金子ら（1993） 77 女 14年 左 なし 濾胞癌 頭蓋骨，肺 腎摘3)

13 粕谷ら（1993） 72 女 3年 右 肝機能異常 乳頭状 肝 腎摘9)

14 吉光ら（1997） 53 女 発見時 左 下肢痛 濾胞状
胸骨，仙骨，右大
腿骨 不明10)
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26 山田ら（2004） 80 女 27年 右 不明 濾胞状
肩甲骨，腸骨，肋
骨 腎部分切除16)

25 相馬ら（2005） 72 女 6年 右 肉眼的血尿 乳頭状 リンパ節 腎摘17)

27 杉山ら（2007） 79 女 10年 右 なし 濾胞状 なし 腎摘3)
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昇
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